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Ⅰ 総 括 
 

令和６年度の共同募金運動は、本県における７７回目の運動として、支会及び募金ボランティアの

協力のもと実施した。 

令和６年度は、駅などの街頭における募金活動が、前年から更に多くの団体に協力いただき、活

発に展開された。また、インターネットを通じた募金やポイント還元募金など手軽に寄付できる新た

な募金では、ともに協力件数が前年度を上回るなど、今後に向けて一定の成果が得られた。そのほ

か、新たに企画・推進委員会を立ち上げ、使いみち PR 動画の製作や支会における募金活動の活性

化のための事業など、募金額の下げ止まりに向けた事業を実施した。 

しかし、最終的な募金額は、前年度を下回る総額７億８，１３２万円の実績となった。 

そのため、助成についても、募金実績額の減額に比例して前年度を下回る助成額となったが、「つ

ながりをたやさない社会づくり」をテーマとした重点助成事業を継続して行い、子ども、障害者、高齢

者などを対象に地域課題を解決するための福祉活動を積極的に支援した。 

広報では、ホームページを始め、X（旧 Twitter）、Instagram などの SNS や使途 PR 動画等により、

情報化社会における共同募金の使途 PRの充実、強化に努めた。 

 

 

Ⅱ 事業の実施状況 
 

１ 募金活動の展開 

◎共同募金実績額表 

種    別 目  標  額 実  績  額 達成率 前年度比較 

赤い羽根共同募金 550,000,000 円 494,584,630 円 89.9％ 843,253 円 

内

訳 

支会募金 535,003,000 円 459,120,666 円 85.8％ △13,675,775 円 

本部扱募金 14,997,000 円 35,463,964 円 236.5％ 14,519,028 円 

歳末たすけあい募金 312,592,000 円 286,741,450 円 91.7％ △7,137,426 円 

内

訳 

地域歳末たすけあい募金 290,592,000 円 270,352,972 円 93.0％ △6,951,200 円 

ＮＨＫ歳末たすけあい募金 22,000,000 円 16,388,478 円 74.5％ △186,226 円 

合    計 862,592,000 円 781,326,080 円 90.6％ △6,294,173 円 

 

◎過去 3年間の募金実績額の推移 
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（１）赤い羽根共同募金運動の実施（運動期間：令和 6年 10月 1日～令和 7年 3月 31日） 

目標額は、前年度と同額の 5 億 5,000 万円として実施した。 

戸別募金を始めとする各種募金活動を支会と連携して展開した結果、実績額は以下のとおり

対前年度 84 万円増の 4 億 9,458 万円となり、目標額に対し 89.9％となった。 

 

◎募金方法別実績額 

 

◆目標額達成支会数：31/72 支会、実績額増額支会数：14/72 支会 

 

◎募金方法別内訳 

 

 

 
 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

【県本部の取り組み】 

従来の募金方法に加え、次の新たな手法の募金に取り組んだ結果、全ての募金において、

件数が前年度に比べて増えた。 

特にネット募金では、募金額としては前年度を下回る結果となったものの新たに PayPay

を活用した匿名寄付の受付けが開始されことにより、協力件数が大幅に増える結果となった。 

①年間を通じた募金の推進 

種類 募金額 トピックス 

赤い羽根自動販売機 3,120,335 円 新規 17 台設置、合計 239 台 

りそなポイント募金 749,430 円 延べ 1,071 件（対前年 85 件増） 

ネット募金 2,329,791 円 
延べ 457 件（対前年 177 件増） 

内、PayPay134 件 

寄付金付き商品 159,976 円 
日本ハムお中元・お歳暮ギフト 

延べ 134 件（対前年 28 件増） 

物品寄付 124,960 円 ㈱FRAGRANCY（ハンドクリーム） 

募金種別 実績額 対前年増減率 主な増減要因 

戸別募金 368,123,494 円 96.3％ 
 

〇街頭募金は、実施団体数が 38 団体増の 599 団

体となり、実績額が増額したが、前年度に比

べて増額した支会は 2 支会減の 14 支会に留ま

った。 

 

〇法人募金では中央共同募金会を経由した臨時

的な寄付があったため、前年度を大きく上回

る結果となった。 

街頭募金 15,372,968 円 111.7％ 

学校募金 11,278,012 円 99.7％ 

職域募金 36,433,116 円 100.1％ 

個人募金 10,796,733 円 66.6％ 

法人募金 52,580,307 円 156.1％ 
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②スポーツチームとの連携による募金活動 

 〇浦和レッズ 

10 月 5 日、埼玉スタジアム 2002 で開催されたセレッソ大阪との 

試合会場において、地元ボーイスカウトに協力を得て街頭募金を 

実施した。（募金額：54,594 円） 

  このほか、令和 6 年度もスタジアム限定グッズが製作され、9 月 21 日 

及び 11 月 10 日の 2 日間の売上額の 10％の寄付があった。 

（募金額：126,084 円） 

 

〇大宮アルディージャ 

11 月 2 日、ＮＡＣＫ５スタジアム大宮で開催されたガイナーレ鳥取 

戦会場において球団マスコットをデザインしたコラボ缶バッジを製作 

して募金活動を行った。 

 令和 6 年度は、募金ボランティアとしてあおぞら高等学院大宮 

キャンパスの生徒 3 名の参加があった。（募金額：123,006 円） 

 

 〇越谷アルファーズ 

11 月 3 日、越谷市支会が中心となり、バスケットボールＢ1 

リーグの越谷アルファーズの主催ゲームサンロッカーズ渋谷戦 

の会場（越谷市立総合体育館）において街頭募金を実施した。 

（募金額：28,570 円） 

 

 

（２）地域歳末たすけあい募金運動の実施（強化月間：令和 6年 12月 1日から 12月 31日） 

目標額を対前年度 1,022 万円減の 2 億 9,059 万 2 千円として、各支会が実施した結果、実績

額は対前年度 695 万円減の 2 億 7,035 万円となり、目標額に対し 93％であった。 

 

◎募金方法別実績額 

 

 

◆目標額達成支会数：14/71 支会、実績額増額支会数：18/71 支会 

 

（３）ＮＨＫ歳末たすけあいの実施（令和 6年 12月 1日から 12月 25日） 

日本放送協会、ＮＨＫ厚生文化事業団及び中央共同募金会の共催で第 74 回目の運動を日本

赤十字社が行う第 42 回「ＮＨＫ海外たすけあい」と並行して実施した。 

本県では、さいたま放送局内に募金箱を設置したほか、振込用紙付き依頼文とリーフレット

を作成し、前年度寄付のあった個人や団体等へダイレクトメ一ルによる募金依頼(1,993 件)を

行った結果、前年度を 18 万円下回る実績となった。 

募金種別 実績額 
対前年 

増減率 

戸別募金 248,616,886 円 97.3％ 

街頭募金 2,840,625 円 128.5％ 

学校募金 55,427 円 104.0％ 

職域募金 3,513,003 円 96.3％ 

個人募金 6,441,324 円 107.4％ 

法人募金 8,885,707 円 89.8％ 

コラボ缶バッジ 

試合会場での募金活動 

スタジアム限定 

マグネット 
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◎募金方法別実績額 

 

 

  

  

（４）募金資材 

募金活動に必要な資材の製作や中央共同募金会や北海道共同募金会製作資材を活用した。 

 ①職域募金推進用赤い羽根クオカード及び図書カード NEXT 

  狭山茶の茶畑の写真及び春日部市にある首都圏外郭放水路の写真をモチーフとした埼玉

県オリジナルのデザインのカードを作成した。 

  ・クオカード：31,700 枚 

  ・図書カード NEXT：9,000 枚 

 ②コラボグッズ 

   北海道共同募金会が製作した「初音ミク」や「TV アニメ《ブルーロック》」とコラボした

クリアファイルを活用した。 

  ③募金バッジ 

   中央共同募金会が製作した募金バッジを活用した。 

 

 

 

 

 

  

    

 

  

 

 

 

 

 

 

２ 共同募金等の助成 

（１）各種資金の周知及び助成事業の公募 

  ①本会が扱う資金の効果的な活用を図るため「助成要望募集要項」を作成し、支会や県社協

発行の機関紙「Ｓ・Ａ・Ｉ」、ホームページなどを通じて広く周知した。 

 ②重点助成事業については、支会や県社会福祉協議会を始めとする各市町村社会福祉協議会、

埼玉フードパントリーネットワークや埼玉県子ども食堂ネットワークなどの関係団体を

通じて積極的な周知を行った。 

 ③助成に係る応募や書類作成等についての個別相談を相談者の希望に応じ、対面又はオンラ

インにより実施した。（個別相談：4 件） 

募金種別 実績額 
対前年 

増減率 

街頭募金 63,635 円 306.3％ 

職域募金 120,491 円 106.4％ 

個人募金 15,717,430 円 98.8％ 

法人募金 486,922 円 90.7％ 

クオカード 

図書カードNEXT 
「TV アニメ《ブルーロック》」

コラボクリアファイル 

募金バッジ 
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◎助成要望状況 

対象事業 件数 要望金額(円) 要望概要 

地域 

助成 

地域福祉推進事業 
63 件 

253,176,000 〇地域助成に対する要望額は、対

前年度 997 万円の増額であっ

た。 地域歳末たすけあい事業 310,749,000 

広域 

助成 

重点助成事業 106 件 38,196,402 〇広域助成に対する要望は、物品

助成を除き、全体的には 46 件

6,234 万円増額であり、特に、備

品・建物整備事業については、

4,157 万円の増額であった。 

 

〇備品整備事業のうち、特殊浴槽

の更新の要望が 20 件 8,293 万円

（18 件 7,478 万円増）あった。 

各種福祉事業 39 件 49,969,000 

建物・備品整備事業 101 件 275,580,500 

赤い羽根進学費用応援プ

ロジェクト事業 
17 件 9,100,000 

物品助成事業 22 件 124,960 

合計 348 件 936,895,862  

 

（２）共同募金の助成 

助成要望事業の審査にあたっては、延べ 31 日間で 102 施設・団体を対象に配分委員会委員

による現地調査やヒアリング調査を実施し、その結果を基に前期及び後期を合わせ、283 施設・

団体に対して 7 億 4,624 万円を助成決定した。 

なお、社会福祉法に規定する「災害等準備金」を 2,343 万 9 千円積み立てるとともに、9,302

万円を次年度運動経費とした。 

①助成結果総括表 

種    別 赤い羽根募金 
 地域歳末   

たすけあい募金 

ＮＨＫ歳末  

たすけあい募金 
合計 

令和 6 年度助成額 458,247,960 円 270,897,990 円 17,100,000 円 746,245,950 円 

○ 助成内訳（別表参照） 

対象事業 助成先 助成金額(円) 

地域 

助成 

地域福祉推進事業 
市町村社会福祉協議会 63 件 

250,804,000 

地域歳末たすけあい事業 270,897,990 

広域 

助成 

重点助成事業 市民活動団体等 93 件 30,680,000 

各種福祉事業 各種福祉関係団体 31 件 35,201,000 

建物・備品整備事業 社会福祉施設・団体 57 件 149,438,000 

赤い羽根進学費用応援プ

ロジェクト事業 
児童養護施設 17 件 9,100,000 

物品助成事業 児童養護施設 22 件 124,960 

助成 計  283 件 746,245,950 

災害等準備金 大規模災害のための積立金 － 23,439,000 

共同募金諸経費 事業運営のための経費 93,020,000 

合計  862,704,950 

 

②重点助成事業 

赤い羽根「つながりをたやさない社会づくり」重点助成事業として、子ども、障害者、高
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齢者などを対象に地域課題を解決するために行う日常生活に支障をきたしている世帯への

食支援（子ども食堂やフードパントリー）、青少年を対象とした学習支援や居場所づくり、高

齢者のサロン活動など人と人とのつながりを再構築することを目的とした活動費を対象

に、93 団体へ 3,068 万円の助成を行った。（延べ支援対象者：101,352 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）助成事業に対する監査 

令和 5 年度に実施した助成事業から 20 施設・団体を対象に受配者監査委員による現地監査

を実施し、8 法人に文書指導を行った。 

なお、指摘事項については、留意事例として令和 6 年度助成決定団体に周知した。 

監査日 対  象  団  体 

令和 6 年 

11 月 15 日 

(福)ﾊｯﾋﾟｰﾈｯﾄ 児童発達支援事業 

ゆめの園みらいず大宮 

(福)埼玉医大福祉会 

 障害児入所施設 カルガモの家 

18 日 (福)狭山市社会福祉協議会 
(福)埼玉療育友の会 

 特別養護老人ホーム はるな苑 

21 日 
(福)日の出福祉会 老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

デイサービスセンターまどか 
(福)神川町社会福祉協議会 

26 日 (福)志木市社会福祉協議会  

27 日 (特非)空と雲の家福祉会 
(特非)大宮あゆむ会 生活介護 

歩歩舎 

28 日 
(福)ハレルヤ 

 特別養護老人ホーム ハレルヤ 
(福)本庄市社会福祉協議会 

  29 日 
(福)光陽会 

 就労継続支援 B 型 西れんげ草 
(福)さいたま市社会福祉協議会 

12 月 2 日 
(福)神流福祉会 

 介護老人保健施設 かみかわ 
(福)小鹿野町社会福祉協議会 

12 月 3 日 
(福)親和会 老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

千寿里デイサービスセンター 
(福)三芳町社会福祉協議会 

12 月 5 日 
(福)はちの巣会 

 保育所 第二はちの巣保育園 
(福)寄居町社会福祉協議会 

12 月 10 日 
(特非)ケリアプロジェクト 

 生活介護 ゆかりの木 
 

 

（４）受配者指定寄付金、その他寄付金の受け付け及び助成 

 ①受配者指定寄付金 

令和 6 年度は取り扱いがなかった。 

  ②その他寄付金 

寄付者の意向や趣旨に沿い、他の資金との調整を図りながら次のとおり助成を行った。 

 

学習支援・子ども食堂 地域における居場所づくり 
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寄付年月日 寄付者名 
寄付金額

(円) 
受配者名 

助成金額

(円) 

事務費

(円) 

11 月 29 日 
クリーンライフみの

りの箱募金 
210,000 百楽会 200,000 10,000 

令和 7 年 

3 月 14 日 

三菱電機 

SOCIO-ROOTS 基金 
85,000 

(特非) 虹の郷 

就労継続支援 B 型 虹の郷福祉作業所 
85,000 ※2,006 

3 月 21 日 

プロゴルフ競技会

「 Hitachi 3 Tours 

Championship 

2023」 

206,000 
(福) あゆみ会 

児童養護施設 あゆみ学園 
200,000 6,000 

計 3 件 501,000 3 件 485,000 18,006 

                       ※寄付金とは別に事務費の支給があった。 

 

（５）中央競馬馬主社会福祉財団助成金の推薦 

令和 6 年度についても助成要望書の受付を単独で募集した結果、9 件 1,670 万円の助成要望

があった。 

配分委員会において助成基準に基づき推薦事業を決め、中央競馬馬主社会福祉財団へ推薦し

た結果、令和 6 年 9 月 27 日に推薦どおり助成決定された。 

○中央競馬馬主社会福祉財団助成金（推薦限度額 596 万円） 

法人名 推薦事業 
推薦金額

（円） 

助成額

（円） 

(特非)ひまわりの家 グループホーム 

ケアホームひまわり 

送迎用福祉車両の購

入 
2,080,000 2,080,000 

(福)ささの会  

多機能型事業所 ぽとふ館 

送迎用福祉車両の購

入 
2,000,000 2,000,000 

(特非)てあしの会 

 障害児（者）生活サポート事業 どんぐりの里 
送迎用車両の購入 1,880,000 1,880,000 

計 3 件 5,960,000 5,960,000 

 

 

３ 広報活動の推進 

（１）埼玉県独自スローガン 

令和 5 年度に支会へ募集し決定した『心つなぐ。笑顔つくる。共同募金』を令和 6 年度も、

各種広報資材や募金依頼文などで活用した。 

 

（２）広報資材の活用 

①啓発用リーフレットの配布 

10 月 1 日の運動開始にあたり、運動の趣旨の普及や使途の周知を 

図るため、県下の世帯や学校、協力事業所等へ広く配布した。 

 ア、印刷部数：822,500 部 

 イ、規格：Ａ4 判両面刷り 

②埼玉県オリジナルポスターの掲示 

募金運動を展開するための「啓発用ポスター」及び御礼と 

募金結果を知らせる「ありがとうポスター」をそれぞれ作成した。 

 これらのポスターは、各地区の掲示板や学校、公共施設、埼玉りそな銀行、武蔵野銀行、

埼玉県信用農業協同組合連合会、埼玉縣信用金庫、川口信用金庫等金融機関の各本支店及び

各駅へ掲示した。 
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ア、啓発用ポスター         イ、ありがとうポスター 

（B3・A3）：19,250 枚         （B3・A3）：5,910 枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

③「令和 5 年度共同募金結果報告書」の配布 

令和 5 年度の募金結果及び助成結果を報告する冊子を作成し、戸別募金のリーダー的役割

である自治会、町内会長を始め関係機関や大口寄付者へ配布した。 

   ア、概要版：18,600 部・イ、詳細版：1,050 部 

④共同募金啓発用パネルの展示及び貸出し 

各支会に対し、「赤い羽根ありがとうパネル」の貸出しを行った。 

令和 6 年度は、寄付金の使いみちや Q＆A などのパネルを 

一部リニューアルした。 

・パネル貸出し件数：延べ 16 件 57 枚 

 

（３）年間を通じた広報啓発 

ホームページや各種 SNS を活用し、積極的な情報発信を行う等の広報啓発に努めた。 

◎HP      ◎X（旧 Twitter）  ◎Instagram    ◎Facebook 

 

                        

 

                        

 

（４）共同募金使途の見える化の促進 

寄付金の使途を県民に伝えるため、次の方法により助成事業の表示に努めた。 

    ①ありがとうメッセージ 

助成事業の標示に係る事例集を作成し、受配シール等を助成決定団体に配付するとともに、

助成決定団体からの自発的な広報“ありがとうメッセージ”について協力を依頼し、各種広

報資材で活用した。 

  ②研修用使途 PR 動画 

各地域において、募金の説明会などで使用でき、県民の皆様に使いみちを PR することを

目的とした動画を本会 YouTube チャンネルにて公開している。 

◎動画投稿数：10 本（総再生回数：計 3,480 回） 

   

（５）関係機関への情報提供 

①報道機関 

   ア、10 月 1 日の運動開始にあたり県政記者クラブへ情報提供を行った。 

   イ、テレビ埼玉、ケ一ブルテレビ局 6 局、ＦＭＮＡＣＫ５（ｴﾌｴﾑﾅｯｸﾌｧｲﾌﾞ）に広報素材 

を提供した結果、無料で定期的な放映・放送の協力が得られた。 

②埼玉県社会福祉協議会 

県社協発行の機関紙「Ｓ・Ａ・Ｉ」（毎月 22,000 部発行）に助成事業の成果等、関連記事

を掲載した。 

③埼玉県 

県庁内掲示板や地域機関への共同募金ポスターの掲示のほか、県政広報ラジオ番組ＮＡＣ
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Ｋ５「朝情報★埼玉」で、赤い羽根共同募金への協力を呼び掛けた。 

④NHK さいたま放送局 

12 月の NHK 歳末たすけあいの開始に合わせ、FM ラジオ「ひるどき！さいたま～ず・

NHK コーナー」に本会職員が出演し、募金の使途について紹介し、協力を呼び掛けた。 

 

４ 災害被災者への支援 

（１）災害等準備金の積み立てと助成、拠出 

令和 6 年度の募金実績額に基づき、赤い羽根共同募金から 2,253 万 417 円、ＮＨＫ歳末た

すけあい募金から 90 万 8,583 円を積み立てた。令和 6 年度はこの積立金の拠出はなかった。 

 〇積立金累計額（単位：円） 

積立財源 

募金年度 

赤い羽根 

共同募金 

ＮＨＫ歳末 

たすけあい募金 
計 支出額 差引積立額 

令和 3 年度 23,777,307 1,327,693 25,105,000 0 25,105,000 

令和 4 年度 23,278,365 1,410,635 24,689,000 0 24,689,000 

令和 5 年度 22,718,296 909,704 23,628,000 0 23,628,000 

令和 6 年度 22,530,417 908,583 23,439,000 0 23,439,000 

計 92,304,385 4,556,615 96,861,000 0 96,861,000 

 

（２）緊急配分積立金 

令和 6 年度は「緊急配分積立金」からの助成はなかった。 

 

（３）災害義援金 

令和 6 年度は、豪雨や林野火災による災害等の被災地支援のために、全国で 10 件の義援

金募集があり、本会及び支会窓口等に寄せられた義援金を被災地の共同募金会を通じて、地

元の災害対策本部に取り次いだ。 

災害義援金名称 災害発生日 受付期間 金額（円） 

令和 6 年能登半島地震災害義援金

（中央共同募金会募集分） 

令和 6 年 

1 月 1 日 

令和 6 年 1 月 5 日～ 

令和 7 年 12 月 26 日 
10,357,950 

令和 6 年能登半島地震災害義援金

（石川県共同募金会募集分） 

令和 6 年 1 月 4 日～ 

令和 7 年 12 月 26 日 
506,746 

令和 6 年能登半島地震災害義援金

（富山県被災者支援分） 

令和 6 年 1 月 5 日～ 

令和 7 年 12 月 26 日 
－ 

令和 6 年能登半島地震災害義援金

（新潟県被災者支援分） 

令和 6 年 1 月 9 日～ 

令和 7 年 12 月 26 日 
－ 

令和 6 年能登半島地震災害義援金

（福井県被災者支援分） 

令和 6 年 1 月 16 日～ 

12 月 27 日 
－ 

令和 6 年 7 月大雨災害義援金 

（中央共同募金会募集分） 

7 月 24 日、

25 日 

令和 6 年 8 月 2 日～ 

12 月 27 日 
326,042 

令和 6 年度秋田県大雨災害義援金 
令和 6 年 8 月 1 日～ 

12 月 27 日 
－ 

令和 6 年７月山形県大雨災害義援金 
令和 6 年 8 月 1 日～ 

令和 7 年 3 月 31 日 
6,409 

令和 6 年能登豪雨災害義援金 9 月 21 日 
令和 6 年 9 月 26 日～ 

令和 7 年 12 月 26 日 
1,465,393 

大船渡市赤崎町林野火災による災害

義援金 

令和 7 年 

 2 月 26 日 

令和 7 年 3 月 6 日～ 

6 月 30 日 
238,796 

計  10 件 12,901,336 
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５  寄付者、奉仕者等の顕彰 

（１）埼玉県共同募金会会長表彰及び感謝 

「埼玉県共同募金会顕彰規程」に基づき次のとおり顕彰した。 

顕彰は、令和 6 年 10 月 31 日に埼玉会館大ホールにおいて開催した「令和 6 年度埼玉県社

会福祉大会」（埼玉県及び埼玉県社会福祉協議会ほか 4 団体との共催）で行った。 

①表彰 

 ア、奉仕者（47 名） イ、優秀地区・団体（32 団体）  ※従事者推薦なし 

②感謝 

多額寄付者（40 名・団体） 

 

（２）埼玉県知事及びさいたま市長表彰に係る推薦 

  ①埼玉県知事表彰及び感謝 

「埼玉県社会福祉大会における社会福祉事業功労者等表彰要綱」に基づく顕彰候補者を推

薦した結果、次のとおり決定され、「令和 6 年度埼玉県社会福祉大会」において表彰された。 

ア、共同募金活動奉仕者（26 名） イ、共同募金活動奉仕団体（20 団体） 

ウ、社会福祉事業協助者（4 名） エ、社会福祉事業協助団体（5 団体） 

オ、社会福祉事業特別協助団体（7 団体） 

②さいたま市長表彰 

「さいたま市社会福祉事業功労者等表彰要綱」に基づく顕彰候補者を推薦した結果、次の

とおり決定され、令和 6 年 11 月 25 日に RaiBoC Hall（市民会館おおみや）大ホールで開催

された「令和 6 年度さいたま市社会福祉大会」において表彰された。 

 ア、共同募金活動奉仕者（1 名） イ、共同募金活動奉仕団体（1 団体） 

 

（３）厚生労働大臣、中央共同募金会会長顕彰に係る推薦 

共同募金運動への功労に対する、個人や団体の表彰について、それぞれの機関に推薦した結

果、次のとおり受賞した。 

なお、令和 6 年 11 月 26 日に浅草公会堂（東京都台東区）大ホールで開催された「令和 6 年

度全国社会福祉大会」において表彰された。 

①厚生労働大臣表彰 

ア、共同募金運動奉仕者（1 名） イ、共同募金運動奉仕団体（1 団体） 

②中央共同募金会会長表彰 

ア、奉仕功労者（6 名） イ、優良地区・団体（3 団体） ウ、従事功労者（3 名） 

③厚生労働大臣感謝 

今年度は該当がなかった。 

 

６ 組織の育成、強化 

（１）支会との連絡調整 

支会との連携を強化し、共同募金運動を円滑に進めるため、次の会議を開催し推進方策につ

いて協議した。 

①支会長及び事務局長合同会議 

開  催  期  日 付  議  事  項 結     果 

令和 6 年 7 月 10 日 

 出席 68 名 

令和 6 度共同募金運動の実施計画について 原案を了承 

令和 7 年 3 月 12 日 

出席 64 名 

1 令和 7 度共同募金運動の実施計画について 

2 令和 6 年度共同募金の取組状況について 
原案を了承 
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②支会事務担当者会議 

開  催  期  日 説 明 事 項 

令和 6 年 7 月 30 日 

 オンライン会議 

参加者 67 名 

1 共同募金実施上の留意事項について 

2 支会における募金の取扱いと集計について 

3 本会と連携した職域募金について 

4 企画・推進委員会について  

 

（２）支会に対する支援 

支会担当者向けの各種研修会や説明会等を開催したほか、支会の募金説明会へ職員を派遣す

るなど、支会の支援に努めた。 

①新任研修会 

開  催  期  日 研 修 内 容 

令和 6 年 4 月 17 日 

 出席 30 名 

1 共同募金の目的や趣旨、成り立ちについて 

2 支会における主な業務について 

3 募金の取扱い事務について 

4 共同募金会に寄せられる問い合わせや質問、それに対する回答例につ 

いて 

②会計事務担当者研修会 

開  催  期  日 説 明 内 容 

令和 6 年 5 月 15 日 

 オンライン会議 

 参加者 40 名 

1 支会における出納業務について 

2 共同募金会経理規程に基づく支会の会計処理について 

③会計システム操作説明会 

開  催  期  日 説 明 内 容 

令和 6 年 8 月 2 日 

 オンライン会議 

 参加者 39 名 

1 基本操作（システムの使用方法） 

2 日常業務（伝票の入力） 

3 月次報告等の出力 

令和 7 年 2 月 17 日 

 オンライン会議 

 参加者 49 名 

1 当初予算入力、帳票処理 

2 決算関連入力、帳票処理 

④募金説明会等 

開  催  期  日 会 議 名 

令和 6 年 8 月 29 日 令和 6 年度埼玉県共同募金会狭山市支会委員会 

令和 6 年 8 月 30 日 さいたま市大宮小学校総合的学習の時間「赤い羽根講座」 

令和 6 年 11 月 23 日 東松山市社協法人化 50 周年記念式典 

 

（３）企画・推進委員会の設置 

  中央共同募金の助成事業である『新たな助成・募金・広報プログラム開発モデル事業』（助

成額：279 万 7 千円）を活用して、埼玉県内の共同募金運動の活性化を図るため、企画・推進

委員会を立ち上げ、年 3 回の会議を開催し、使いみち PR 動画の製作案や支会の新たな募金推

進・取り組み応援助成事業の内容、令和 6 年度重点助成事業の概要などを中心に協議を行った。 

令和 6 年度は、使いみち PR 動画製作業者の選定及び支会の新たな募金推進・取り組み応援

助成事業として、3 支会へ 26 万 6 千円の助成を決定した。 
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開  催  期  日 協 議 内 容 

令和 6 年 7 月 16 日 

（第 1 回） 

 出席 11 名 

1 企画・推進委員会の委員長及び副委員長について 

2 令和 6 年度赤い羽根カードに使用するデザイン案について 

3 市町村支会支援に関することについて 

4 令和 6 年以降の募金資材、広報資材について 

5 令和 6 年度の共同募金重点助成事業に関することについて 

令和 6 年 10 月 23 日 

（第 2 回） 

 出席 9 名 

1 個人募金DM の取組みについて 

2 市区町村支会支援の取組みについて 

3 募金のキャッシュレス化の対応について 

4 啓発動画について 

令和 7 年 3 月 3 日 

（第 3 回） 

 出席 11 名 

1 啓発動画について 

2 市区町村支会支援の取組みについて 

3 クオカード・図書カードの取扱いについて 

4 令和 7 年度共同募金運動の取り組みについて 

5 その他委員からの提案、意見に関することについて 

 

（４）全国会議等への参加 

  次の会議に参加し、事業の円滑な推進や連絡調整に努めた。 

  なお、関東ブロック職員研究協議会を本県が幹事県として開催した。 

  また、常務理事が中央共同募金会評議員会へ出席した。 

①中央共募主催会議等 

開  催  期  日 会 議 名 

令和 6 年 4 月 18、19 日 令和 6 年度都道府県共同募金会職員会議 

令和 6 年 7 月 3、4 日 第 13 回赤い羽根全国ミーティング（長野県） 

令和 6 年 7 月 8 日 都道府県共同募金会モデル事業連絡会 

令和 6 年 7 月 16、17 日 令和 6 年度第 1 回都道府県共同募金会常務理事・事務局長会議 

令和 6 年 9 月 9 日 

 オンライン会議 

財務省からの指示に関する臨時都道府県共同募金会常務理事・事務局

長会議） 

令和 6 年 11 月 7、8 日 都道府県共同募金会職員研修会 

令和 6 年 12 月 13 日 

 オンライン会議 

令和 6 年度都道府県共同募金会職員第 2 回オンラインサロン 

令和 7 年 1 月 17 日 令和 6 年度第 1 回共同募金会ブロック幹事連絡協議会 

令和 7 年 2 月 7 日 令和 6 年度第 2 回都道府県共同募金会常務理事・事務局長会議 

令和 7 年 3 月 11 日 都道府県共同募金会モデル事業第 2 回連絡会 

②首都圏、関東ブロック共募主催会議等 

開  催  期  日 会 議 名 

令和 6 年 7 月 25 日 令和 6 年度首都圏共同募金会職員研究協議会（本県主催） 

令和 6 年 10 月 9 日  令和 6 年度関東ブロック都県共同募金会職員研究協議会（栃木県） 
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③中央共同募金会評議員会 

開  催  期  日 会 議 名 

令和 6 年 6 月 19 日 第 201 回評議員会 

令和 6 年 9 月 25 日 

書面表決 

第 202 回評議員会 

令和 7 年 3 月 7 日 第 203 回評議員会 

   

 

７ 法人運営 

（１）諸会議の開催 

会を適正に運営するため、次のとおり諸会議を開催した。 

①理事会（４回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結      果 

令和 6 年 6 月 10 日 

（第 335 回） 

出席 10 名 

1 副会長の選定について 副会長 1 名を

選定 

2 令和 5 年度事業報告及び収支決算報告について 原案どおり決議 

3 令和 6 年度共同募金運動の実施計画について 〃 

4 赤い羽根「つながりをたやさない社会づくり」重

点助成事業第１３回助成について 

〃 

5 配分委員会委員の選任について 候補者案どおり

決議 

6 受配者監査委員の選任について 〃 

7 評議員選任・解任委員会委員の任期満了に伴う改

選について 

〃 

8 評議員選任候補者について 〃 

9 社会福祉法人埼玉県共同募金会就業規則の全部改

正について 

原案どおり決議 

10 第 262 回評議員会の開催について 〃 

11 報告事項 

社会福祉法人埼玉県共同募金会会長専決に関する 

第 2 条第 2 号の規程に基づく専決事項について 

 

令和 6 年 9 月 24 日 

（第 336 回） 

出席 14 名 

1 令和 6 年度前期助成について 原案どおり決議 

2 赤い羽根進学費用応援プロジェクト（共同募金助成

事業）第 1 期助成について 

〃 

3 令和 6 年度地域歳末たすけあい募金の助成について 〃 

4 評議員選任候補者について 候補者案どおり 

決議 

5 報告事項 

会長及び常務理事の職務執行状況 

 

令和 6 年 12 月 20 日 

（第 337 回） 

書面表決 15 名 

1 令和 6 年度赤い羽根進学費用応援プロジェクト第 2

期助成について 

原案どおり決議

（全員同意） 

2 寄贈物品の助成について 〃 
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開  催  期  日 付  議  事  項 結      果 

令和 7 年 3 月 17 日 

（第 338 回） 

出席 13 名 

1 令和 6 年度後期助成について 原案どおり決議 

2 令和 7年度事業計画及び令和 7年度会計収支予算に

ついて 

〃 

3 第 263 回評議員会の開催について 〃 

4 報告事項 

市町村共同募金委員会による不適正事案の発生お

よび再発防止取組強化にむけた「市区町村共同募金委

員会の出納業務適正実施のためのチェックポイント」

の策定について 

 

②評議員会（２回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結       果 

令和 6 年 6 月 28 日 

（第 262 回） 

出席 22 名 

1 令和 5 年度事業報告及び収支決算報告について 原案どおり決議 

2 理事の選任について 候補者案どおり

決議 

3 配分委員会委員の選任について 〃 

令和 7 年 3 月 25 日 

（第 263 回） 

出席 24 名 

1 令和 7 年度事業計画及び令和 7 年度会計収支予算 

について 

原案どおり決議 

2 報告事項 

①令和 6 年度共同募金収納状況表（令和 7 年 3 月

18 日現在） 

 ②令和 6 年度共同募金後期助成総括表 

 ③市町村共同募金委員会による不適正事案の発生

および再発防止取組強化にむけた「市区町村共同募

金委員会の出納業務適正実施のためのチェックポ

イント」の策定について 

 

③監事会（１回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 

令和 6 年 5 月 30 日 ・令和 5 年度事業及び会計の監査 

④評議員選任・解任委員会（２回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結      果 

令和 6 年 6 月 10 日 

（第 14 回） 

出席 4 名 

・評議員の選任について 候補者案どおり

決議 

令和 6 年 9 月 24 日 

（第 15 回） 

出席 4 名 

・評議員の選任について 候補者案どおり

決議 

⑤配分委員会（４回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結       果 

令和 6 年 6 月 5 日 

（第 75 回） 

出席 18 名 

1 令和 6 年度共同募金運動の実施計画について 原案どおり決議 

2 第 13 回赤い羽根「つながりをたやさない社会づく

り」重点助成事業助成について 

〃 

3 令和 6 年度中央競馬馬主社会福祉財団助成金の推薦 

事業について 

〃 

 

14



 

 

開  催  期  日 付  議  事  項 結       果 

 4 報告事項 

 ①令和 5 年度共同募金運動結果について 

 ②令和5年度共同募金地域助成事業に対する助成及

び災害等準備金の積立てに関する配分委員長の

専決事項について 

 

令和 6 年 9 月 10 日 

（第 76 回） 

出席 20 名 

1 令和 6 年度前期助成について 原案どおり決議 

2 令和 6 年度赤い羽根進学費用応援プロジェクト第 1

期助成について 

〃 

3 令和 6 年度地域歳末たすけあい募金の助成について 〃 

令和 6 年 12 月 12 日 

（第 77 回） 

書面決議 25 名 

1 令和 6 年度赤い羽根進学費用応援プロジェクト第 2

期助成について 

原案どおり決議 

（全員同意） 

2 寄贈物品の助成について 〃 

令和 7 年 3 月 14 日 

（第 78 回） 

出席 15 名 

1 令和 6 年度後期助成について 原案どおり決議 

2 報告事項 

①令和 5 年度その他資金の助成結果について 

②令和 6 年度受配者監査の結果について 

 

⑥受配者監査委員会（１回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結       果 

令和 7 年 1 月 15 日 

出席 11 名 

・令和 5 年度事業共同募金受配施設・団体に対する監 

査結果について 

8 法人に対して

文書指導 

⑦顕彰審査委員会（１回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結       果 

令和 6 年 8 月 27 日 

出席 5 名 

・令和 6 年度埼玉県共同募金会会長表彰・感謝の審査

について 

候補者案のとお

り会長へ答申 

⑧外部監査（１回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 

令和 6 年 5 月 28 日 

公認会計士 

・令和 5 年度の金融資産の期末監査 

 

（２）登記及び行政への届け出等 

  次の事項について、登記及び行政への届け出を行った。 

① 登記に係る事項 

資産総額の変更登記（令和 6 年 6 月 28 日） 

  ②行政への届け出事項 

ア、公益信託事業令和 5 年度事業及び財産状況報告（令和 6 年 6 月 28 日） 

イ、令和 5 年度決算に係る計算書類等及び財産目録等の届け出（令和 6 年 6 月 28 日） 

ウ、社会福祉法人役員・評議員変更届け（令和 6 年 10 月 8 日） 

エ、公益信託運営委員変更届け（令和 6 年 4 月 26 日） 

オ、公益信託財産の取崩し承認申請（令和 7 年 3 月 27 日） 

カ、公益信託事業令和 7 年度事業計画及び収支予算の届け出（令和 7 年 3 月 25 日） 

 

（３）公告 

次の事項について、定款及び公益信託基金契約書に基づき、彩の国すこやかプラザの掲示板

への掲出や本会ホームページ、官報への掲載を行った。 
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①社会福祉法第 120 条の規定に基づく運動結果（令和 6 年 5 月 17 日） 

②社会福祉法第 119条の規定に基づく運動の計画（令和 6 年 8 月 19 日） 

③公益信託基金事業令和 5 年度事業及び財産状況報告（令和 6 年 7 月 23 日） 

 

（４）所轄庁による社会福祉法人指導監査 

  社会福祉法人の適正な運営を維持することを目的とした、所轄庁（さいたま市）の指導監査

があり、指導事項に対する改善を行った。 

受 検 日 監 査 事 項 

令和 6 年 12 月 4 日 ・法人の運営について 

・法人の財務管理について 

 

 

８ 公益信託基金の運営 

信託契約に基づく基金の適正な管理と運用を図るため、公益信託基金運営委員会を次のとお

り開催した。 

令和 6 年度は、11 万 9,387 円の信託収益があり、3 事業に対して 90 万 4 千円の助成を行っ

た。なお、この助成を行うため、信託財産から 79 万 989 円を取り崩した。 

 

（１）運営委員会（２回） 

開  催  期  日 付  議  事  項 結    果 

令和 6 年 5 月 27 日 

（第 84 回） 

出席 4 名 

書面審査 1 名 

1 公益信託「高橋保藏視覚障害者福祉基金」運営委 

員長の選任について 

委員長を選定 

2 令和 5 年度公益信託「高橋保藏視覚障害者福祉基 

金」事業報告及び収支決算について 

原案どおり承認 

令和 7 年 2 月 25 日 

（第 85 回） 

出席 3 名 

書面審査 1 名 

1 令和 6 年度公益信託「高橋保藏視覚障害者福祉基 

金」助成事業について 

原案どおり承認 

2 令和 7 年度公益信託 「高橋保藏視覚障害者福祉基 

 金」の事業計画及び収支予算について 

〃 

 

（２）助成先 

団体名 決定事業 助成額（円） 

北本市視覚障害者協会 施術用ベッド、椅子購入 137,000 

所沢点訳グループ「花みずき」 点字プリンター、防音ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ購入 500,000 

音訳ボランティアコネクト DAISY 図書作成用機材購入 267,000 

計 3 件 904,000 
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Ⅲ 資 料 
 

（別表）共同募金助成先一覧 283 件 746,245,950 円         （単位：円） 

地域福祉推進事業・地域歳末たすけあい事業（市町村社会福祉協議会）63 件 521,701,990 

さいたま市76,577,563、川越市25,733,000、熊谷市18,547,887、川口市19,436,796、行田市

13,488,000、秩父市12,986,000、所沢市16,948,000、飯能市5,817,000、加須市18,799,606、本庄市

4,049,214、東松山市6,336,000、春日部市12,927,000、狭山市7,303,000、羽生市7,646,000、鴻巣

市13,438,000、深谷市9,954,000、上尾市15,959,735、草加市14,948,000、越谷市22,100,896、蕨市

11,641,000、戸田市10,236,000、入間市9,505,724、朝霞市6,685,815、志木市4,028,000、和光市

3,330,000、新座市8,443,000、桶川市7,732,000、久喜市14,582,000、北本市7,469,000、八潮市

2,649,500、富士見市6,416,000、三郷市9,914,580、蓮田市3,707,415、坂戸市6,018,000、幸手市

4,452,120、鶴ヶ島市3,376,000、日高市5,639,000、吉川市4,417,000、ふじみ野市10,391,812、白

岡市3,592,000、伊奈町3,946,549、三芳町2,508,000、毛呂山町2,514,760、越生町1,031,000、鳩山

町1,150,390、滑川町2,266,000、嵐山町3,204,000、小川町3,748,944、川島町3,074,000、吉見町

2,338,524、東秩父村660,000、ときがわ町2,208,000、横瀬町1,043,020、皆野町1,292,422、長瀞町

1,763,000、小鹿野町1,861,000、美里町2,328,635、神川町2,115,000、上里町3,462,000、寄居町

6,598,000、宮代町1,689,759、杉戸町2,853,060、松伏町1,538,264 

重点助成事業「つながりをたやさない社会づくり」 93 件 30,680,000 

（第 13 回）植水地区社会福祉協議会 250,000、ReMind 500,000、こども食堂こんぺいとう 450,000、

ほっとプラス270,000、Heart.Clean.S.C 490,000、おせっかい倉庫フードパントリー浦和西180,000、

スマイルわかば 450,000、川越子ども応援パントリー500,000、若者支援ひろば三愛 500,000、こど

もの居場所づくり in かわぐち 500,000、子ども広場「エンジ」500,000、川口芝つながる食堂 300,000、

川口蓮沼子ども食堂 500,000、こっこところざわ 250,000、つばきのわ 400,000、ところざわフード

パントリーくらし応援「とこぱん」500,000、ひまわり幼児教室 みんなのお家 400,000、音楽療法カ

ノンの会 340,000、所沢みんなの食堂ぬくもり 350,000、オープンコミュニティおいでよハウス

370,000、本庄市社会福祉協議会 470,000、羽生の杜 360,000、ちゃめっこ食堂 450,000、もちだひ

まわり食堂 390,000、新田こども食堂「にっこり」300,000、AIKURU 290,000、いるま学習支援の

会 210,000、なかよし食堂 450,000、フードバンクいるま 460,000、久保稲荷なかよし広場 150,000、

元気が出るふじさわ未来ねっと 40,000、子ども食堂 BASE 450,000、志木のまいにちこども食堂

490,000、志木子育てネットワークひろがる輪 350,000、志木市話し相手ボランティア「語楽の会」

30,000、わこうちいき食堂実行委員会 250,000、和光市社会福祉協議会 370,000、おけがわみんなの

食堂輪空 350,000、きっちん・こすもす 370,000、フードパントリー北本東 270,000、MiKO ねっと

320,000、このゆびとーまれ♪220,000、ＮＰＯ元気スタンド 500,000、日高市社会福祉協議会

450,000、しらおか子育て応援ラボ 300,000、ボランティアグループ『まったりマロン』120,000、三

芳町社会福祉協議会 500,000、睦月会 340,000、みんなの食堂 Flat 500,000、ぽかぽか広場・山口

500,000、すくすく広場 500,000、ワーカーズコレクティブ雪花菜くらぶ 500,000、オーシャンキッ

ズくらぶ 500,000、〇△□子ども食堂 500,000 

（令和 6 年度）植水地区社会福祉協議会 180,000、彩の国子ども・若者支援ネットワーク 500,000、

子どもも大人も食堂北浦和 380,000、新和地区社会福祉協議会 190,000、スマイルわかば 200,000、

こどもの家わっか 410,000、こどもの居場所づくり in かわぐち 500,000、子ども広場「エンジ」

450,000、川口蓮沼子ども食堂500,000、ところざわフードパントリーくらし応援「とこぱん」150,000、

ぽかぽか広場・山口 300,000、所沢元気塾 220,000、カーレット飯能 130,000、親子サロン うさぎ組

50,000、光明寺おてら食堂 70,000、本庄市社会福祉協議会 500,000、比企聖学塾 500,000、地域教育

ネットワーク 230,000、ちゃめっこ食堂 180,000、ReVA 復興ボランティアチーム・上尾 60,000、

yosuga 90,000、AIKURU 230,000、いるま学習支援の会 150,000、ゴリラの家族 190,000、フード

バンクいるま 200,000、ふんばり 130,000、志木のまいにちこども食堂 500,000、北本市社会福祉協

議会 240,000、地域コミュニティ食堂キャロットくらぶ 150,000、日高市社会福祉協議会 300,000、

三芳町社会福祉協議会 500,000、子育てママ応援塾ほっこりーの 220,000、クッキープロジェクト

330,000、みんなの食堂 Flat 500,000、音楽療法カノンの会 100,000、なかやま寺子屋の会 90,000、

ひまわり倶楽部 230,000、もちだひまわり食堂 500,000、志木介護する人を支える会 80,000 
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各種福祉事業 31 件 35,201,000 

さいたま市障害難病団体協議会96,000、さいたま市精神障害当事者会ウィーズ200,000、さいたま

市手をつなぐ育成会400,000、さいたま市障害者協議会203,000、埼玉いのちの電話3,500,000、日

本ＡＬＳ協会埼玉県支部215,000、埼玉家庭少年友の会200,000、埼玉県ひとり親福祉連合会

256,000、埼玉県遺族連合会237,000、埼玉県更生保護観察協会570,000、埼玉県社会福祉協議会

17,980,000、埼玉県手をつなぐ育成会536,000、埼玉県障害者協議会420,000、埼玉県障害難病団体

協議会242,000、埼玉県身体障害者福祉協会1,337,000、埼玉県精神障害者家族会連合会377,000、

埼玉県聴覚障害者協会285,000、埼玉県民生委員・児童委員協議会3,087,000、埼玉県老人クラブ連

合会1,330,000、障害者の生活と権利を守る埼玉県民連絡協議会285,000、認知症の人と家族の会埼

玉県支部418,000、埼玉犯罪被害者援助センター515,000、全国脊髄損傷者連合会埼玉県支部

95,000、埼玉県視覚障害者福祉協会150,000、埼玉県盲人福祉協会142,000、埼玉銀鈴会100,000、

埼玉県筋ジストロフィー協会135,000、埼玉県里親会570,000、埼玉子どもを虐待から守る会

532,000、さいたまチャイルドライン608,000、埼玉県心臓病の子どもを守る会180,000 

建物・備品整備事業 57 件 149,438,000 

ウエルガーデン大宮3,840,000、あすか2,770,000、緑水苑与野3,650,000、宮本荘660,000、清心寮

500,000、埼玉県障がい者共同作業所2,050,000、あすなろの郷浦和2,840,000、アイリス弐番館

2,770,000、川越いもの子作業所5,000,000、江南愛の家4,000,000、視覚障害者支援センター

800,000、新光苑1,380,000、ひかり苑4,000,000、済生会川口乳児院65,000、デイサービスセンタ

ー燦々1,510,000、デイサービスセンターところの苑3,620,000、さくらのいろ2,340,000、ロイヤル

の園2,970,000、真和の森4,720,000、太陽園2,350,000、千鳥の丘4,450,000、めだかの学校

1,980,000、児童発達支援センターまる2,380,000、ジョアン宮地の里通所介護2,150,000、リバーサ

イド2,480,000、あゆみ学園73,000、きむら認定こども園4,000,000、希望の里5,000,000、馬室たん

ぽぽ翔裕園1,770,000、川本園4,000,000、草加キングス・ガーデン3,490,000、杏花里デイサービス

センター3,340,000、杏樹苑爽風館2,390,000、ホーム下新倉1,610,000、新座市社会福祉協議会

1,290,000、殿山亀寿苑5,000,000、みどりの風2,270,000、蓮田市社会福祉協議会1,390,000、スタ

ジオRich 2,390,000、清雅園3,390,000、わかば5,000,000、障害福祉サービス事業所かなで

2,410,000、かしの木ケアセンター3,690,000、桜荘3,760,000、光の家療育センター5,000,000、報

恩施設1,760,000、らんざん苑デイサービスセンター3,570,000、常磐苑3,730,000、横瀬デイサービ

スセンター3,460,000、しびらきベーカリー1,860,000、グループホームひまわり270,000、おにっこ

ハウス940,000、杏樹苑滔々館1,380,000、障害者地域活動センターふらっと1,580,000、シャイン

1,840,000、かすが保育園1,150,000、ももよの丘1,360,000 

赤い羽根進学費用応援プロジェクト事業 17 件 9,100,000 

ホザナ園（1名）300,000、いわつき（4名）2,100,000、江南（1名）600,000、子供の町（3名）

1,700,000、若竹ホーム（1名）600,000、あいの実（1名）600,000、ファミリーホーム荒井ホーム

（1名）500,000、上里学園（5名）2,700,000 

物品助成事業（ハンドクリーム） 22件124,960 

カルテット5,280、ホザナ園4,400、いわつき7,040、埼玉育児院2,640、雀幸園4,400、おお里

7,920、江南7,920、泰山木のある家3,520、ケヤキホーム8,800、光の子どもの家3,520、愛泉寮

7,040、桑梓3,520、子供の町7,040、エンジェルホーム4,400、あゆみ学園2,640、ふれんど8,800、

さんあい880、はなこみち5,280、若竹ホーム4,400、あいの実5,280、神愛ホーム6,160、上里学園

14,080 
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決 算 報 告 書 



（単位：円）

勘 定 科 目 予 算(A) 決 算(B) 備 考

 第一号第一様式

法人単位資金収支計算書
  (自)令和6年04月01日 (至)令和7年03月31日

 法 人：社会福祉法人　埼玉県共同募金会
 1 / 1事 業：法人全体

差 異(A-B)
 

収
入

事
業

  912,791,000  781,326,080  131,464,920共同募金収入

 活
動

  300,000  501,000  △201,000共同募金以外寄付金収入

 に
よ

  15,412,000  12,901,336  2,510,664災害義援金収入

 る
収

  667,000  3,242,909  △2,575,909経常経費補助金収入

 支   1,225,000  1,225,000  0事業収入

   225,000  372,521  △147,521受取利息配当金収入

   176,123  26,187,011  △26,010,888その他の収入

 825,755,857  105,040,266 930,796,123事業活動収入計(1)

 

支
出

  33,490,000  31,299,737  2,190,263人件費支出

   72,002,950  53,686,759  18,316,191事業費支出

   6,577,000  5,498,438  1,078,562事務費支出

   819,772,000  746,245,950  73,526,050共同募金配分金支出

   3,290,000  1,389,000  1,901,000共同募金以外寄付金配分金支出

   0  12,901,336  △12,901,336災害義援金支出

   75,978,000  0  75,978,000災害等準備金配分金支出

   2,860,000  2,860,000  0分担金支出

   3,346,365  3,088,818  257,547負担金支出

 856,970,038  160,346,277 1,017,316,315事業活動支出計(2)

 △31,214,181  △55,306,011 △86,520,192事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

 
収
入

施
設

    
 整
備

    
等
に  0  0 0施設整備等収入計(4)

 
支
出

よ
る

  443,000  332,200  110,800固定資産取得支出

 収
支

    

 332,200  110,800 443,000施設整備等支出計(5)

 △332,200  △110,800 △443,000施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

 
収
入

そ
の

  3,027,000  790,989  2,236,011基金積立資産取崩収入

 他
の

    
活
動  790,989  2,236,011 3,027,000その他の活動収入計(7)

 
支
出

に
よ

  870,000  596,337  273,663積立資産支出

 る
収

  1,200,000  1,082,400  117,600その他の活動による支出

支  1,678,737  391,263 2,070,000その他の活動支出計(8)

 △887,748  1,844,748 957,000その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

 2,812,000 -  2,563,000予備費支出(10)

 △249,000  

 △88,569,192  △32,434,129  △56,135,063当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

 
 264,978,192  295,856,915  △30,878,723前期末支払資金残高(12)

 176,409,000  263,422,786  △87,013,786当期末支払資金残高(11)+(12)
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（単位：円）

勘 定 科 目 増減(A)-(B)

 第二号第一様式

法人単位事業活動計算書
  (自)令和6年04月01日 (至)令和7年03月31日

 法 人：社会福祉法人　埼玉県共同募金会
事 業：法人全体  1 / 1

当年度決算(A) 前年度決算(B)
 

収
益

サ
ー

 781,326,080  787,620,253  △6,294,173共同募金収益

 ビ
ス

 501,000  30,314,000  △29,813,000共同募金以外寄付金収益

 活
動

 12,901,336  26,236,437  △13,335,101災害義援金収益

 増
減

 3,242,909  580,091  2,662,818経常経費補助金収益

 の
部

 1,225,000  1,225,000  0事業収益

  5,311,600  46,728,400  △41,416,800災害等準備金取崩額

  26,102,606  52,357,271  △26,254,665その他の収益

 945,061,452  △114,450,921 830,610,531サービス活動収益計(1)

 

費
用

 32,975,137  46,997,786  △14,022,649人件費

  53,686,759  52,183,711  1,503,048事業費

  5,498,438  4,980,366  518,072事務費

  746,245,950  736,487,596  9,758,354共同募金配分金費用

  1,389,000  32,492,000  △31,103,000共同募金以外寄付金配分金費用

  12,901,336  26,236,437  △13,335,101災害義援金費用

  0  21,246,400  △21,246,400災害等準備金配分金費用

  2,860,000  2,881,000  △21,000分担金費用

  3,088,818  2,654,653  434,165負担金費用

  614,038  857,627  △243,589減価償却費

  23,439,000  23,628,000  △189,000災害等準備金繰入

  0  390,000  △390,000その他の費用

 951,035,576  △68,337,100 882,698,476サービス活動費用計(2)

 △5,974,124  △46,113,821 △52,087,945サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)

 
収
益

サ
ー

 372,521  179,240  193,281受取利息配当金収益

 ビ
ス

 84,405  85,542  △1,137その他のｻｰﾋﾞｽ活動外収益

活
動

 264,782  192,144 456,926サービス活動外収益計(4)

 
費
用

外
増

 12,000  0  12,000有価証券売却損

 減
の

   
部  0  12,000 12,000サービス活動外費用計(5)

 264,782  180,144 444,926サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

 △51,643,019  △5,709,342  △45,933,677経常増減差額(7)=(3)+(6)

 
収
益

特
別

   
 増
減

   
の
部

 0  0 0特別収益計(8)

 
費
用

 2  1  1固定資産売却損・処分損

    

 1  1 2特別費用計(9)

 △1  △1 △2特別増減差額(10)=(8)-(9)

 △51,643,021  △5,709,343  △45,933,678当期活動増減差額(11)=(7)+(10)

繰
越  220,478,660 216,370,978  △4,107,682前期繰越活動増減差額(12)

活
動  214,769,317 164,727,957  △50,041,360当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)

増
減  0 0  0基本金取崩額(14)

差
額  2,220,973 802,989  △1,417,984基金取崩額(15)

の
部  0 0  0その他の積立金取崩額(16)

 619,312 399,537  △219,775その他の積立金積立額(17)

次期繰越活動増減差額(18)=(13)+(14)+(15)+(16)-(17)  165,131,409  216,370,978  △51,239,569
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基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

    

別紙1計算書類に対する注記(法人全体用)
 

1．継続事業の前提に関する注記

該当なし

2．重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
 ・満期保有目的の債券等－償却原価法（定額法）
 ・上記以外の有価証券で時価のあるもの－決算日の市場価格に基づく時価法
(2)固定資産の減価償却の方法
 ・車輛運搬具並びに器具及び備品－定額法
 ・リース資産－該当なし
(3)引当金の計上基準
 ・退職給付引当金－当法人で採用している社会福祉法人全国社会福祉協議会の実施する全国社会福祉団体職員
　退職手当積立基金に基づき、期末要支給額を計上している。また、一般社団法人埼玉県社会福祉事業共助会が
　実施する退職共済事業に基づき、当期末における法人負担の掛金累計額を計上している。
 ・賞与引当金－職員賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に属する額及び対応する社会保険料の
　額を計上している。

3．重要な会計方針の変更

該当なし

4．法人で採用する退職給付制度

退職給付制度は、社会福祉法人全国社会福祉協議会の実施する全国社会福祉団体職員退職手当積立基金及び一般
社団法人埼玉県社会福祉事業共助会が実施する退職共済制度によります。

5．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。
(1)法人全体の計算書類(会計基準省令第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式)
(2)事業区分別内訳表(会計基準省令第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式)
(3)社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)
(4)公益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)
(5)収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)
 当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。
(6)各拠点区分におけるサービス区分の内容
 ア　社会福祉事業
　　　本部
　　　寄付金
　　　災害等準備金
　　　災害たすけあい義援金
　　　運営安定資金
 イ　公益事業
　　　公益信託受託運営事業

6．基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。  (単位:円)

定期預金  4,450,000  0  0  4,450,000

 合　　　計  4,450,000  0  0  4,450,000

7．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

8．担保に供している資産

該当なし

9．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額､減価償却累計額及び当期末残高は､以下のとおりである。  (単位:円)

車輌運搬具  1,728,460  1,728,459  1

器具及び備品  6,931,018  6,352,396  578,622

　　　　　合　　　計  8,659,478  8,080,855  578,623
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種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

    

10．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

該当なし

11．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額､時価及び評価損益は以下のとおりである。  (単位:円)

埼玉県第1回公募公債（10年）  10,000,000  10,000,000  0

埼玉県第2回公募公債（10年）  10,000,000  10,000,000  0

埼玉県第3回公募公債（10年）  20,000,000  20,000,000  0

利付国庫債券（10年）第373回  19,509,000  20,000,000  491,000

利付国庫債券（5年）第167回  19,868,800  20,000,000  131,200

利付国庫債券（10年）第344回  19,873,400  20,000,000  126,600

　　　　　　　　　　　　　合　　　計  99,251,200  100,000,000  748,800

12．関連当事者との取引の内容

該当なし

13．重要な偶発債務

該当なし

14．重要な後発事象

該当なし

15．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

該当なし

16．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために
 必要な事項
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基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

    

別紙2計算書類に対する注記(社会福祉事業拠点　拠点区分用)
 

1．重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
 ・満期保有目的の債券等－移動平均法
 ・上記以外の有価証券で時価のあるもの－決算日の市場価格に基づく時価法
(2)固定資産の減価償却の方法
 ・車輌運搬具並びに器具及び備品－定額法
 ・リース資産－該当なし
(3)引当金の計上基準
 ・退職給付引当金－当法人で採用している社会福祉法人全国社会福祉協議会の実施する全国社会福祉団体職員
　退職手当積立基金に基づき、期末要支給額を計上している。また、一般社団法人埼玉県社会福祉事業共助会が
　実施する退職共済事業に基づき、当期末における法人負担の掛金累計額を計上している。
 ・賞与引当金－職員賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に属する額及び対応する社会保険料の
　額を計上している。

2．重要な会計方針の変更

該当なし

3．採用する退職給付制度

退職給付制度は、社会福祉法人全国社会福祉協議会の実施する全国社会福祉団体職員退職手当積立基金及び一般
社団法人埼玉県社会福祉事業共助会が実施する退職共済制度によります。

4．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当事業の作成する計算書類等は以下のとおりになっている。
(1)社会福祉事業における拠点区分計算書類(会計基準省令第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式)
(2)拠点区分別明細書(会計基準省令別紙3（⑩）、別紙3（⑪）)
(3)サービス区分の内容
　　本部
　　寄付金
　　災害等準備金
　　災害たすけあい義援金
　　運営安定資金

5．基本財産の増減の内容及び金額
基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。  (単位:円)

定期預金  4,450,000  0  0  4,450,000

 合　　　計  4,450,000  0  0  4,450,000

6．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

7．担保に供している資産

該当なし

8．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
固定資産の取得価額､減価償却累計額及び当期末残高は､以下のとおりである。  (単位:円)

車輌運搬具  1,728,460  1,728,459  1

器具及び備品  6,931,018  6,352,396  578,622

　　　　　合　　　計  8,659,478  8,080,855  578,623

9．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

該当なし

10．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額､時価及び評価損益は以下のとおりである。  (単位:円)

埼玉県第1回公募公債（10年）  10,000,000  10,000,000  0

埼玉県第2回公募公債（10年）  10,000,000  10,000,000  0

37



    

埼玉県第3回公募公債（10年）  20,000,000  20,000,000  0

　　　　　　　　　　　　　合　　　計  40,000,000  40,000,000  0

11．重要な後発事象

該当なし

12．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために
 必要な事項
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種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益

    

別紙2計算書類に対する注記(公益事業拠点　拠点区分用)
 

1．重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法
 ・満期保有目的の債券等－移動平均法
 ・上記以外の有価証券で時価のあるもの－決算日の市場価格に基づく時価法
(2)固定資産の減価償却の方法
 該当なし
(3)引当金の計上基準
 該当なし

2．重要な会計方針の変更

該当なし

3．採用する退職給付制度

該当なし

4．拠点が作成する計算書類とサービス区分

当事業の作成する計算書類等は以下のとおりになっている。
(1)公益事業における拠点区分計算書類(会計基準省令第一号第四様式、第二号第四様式、第三号第四様式)
(2)拠点区分別明細書(会計基準省令別紙3（⑩）、別紙3（⑪）)
　 公益事業は、拠点区分が一つのため作成していない。

5．基本財産の増減の内容及び金額

該当なし

6．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

該当なし

7．担保に供している資産

該当なし

8．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

該当なし

9．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高

該当なし

10．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額､時価及び評価損益は以下のとおりである。  (単位:円)

利付国庫債券(10年)第373回  19,509,000  20,000,000  491,000

利付国庫債券（5年）第167回  19,868,800  20,000,000  131,200

利付国庫債券（10年）第344回  19,873,400  20,000,000  126,600

　　　　　　　　　　　　　合　　　計  59,251,200  60,000,000  748,800

11．重要な後発事象

該当なし

12．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにするために
 必要な事項
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別紙4

(単位:円)

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額

　　現金預金 － 運転資金として － － 749,795,577

　　未収金 － 共同募金寄付金他 － － 2,267,949

　　貯蔵品 － 運転資金として － － 7,131,757

　　立替金 － 雇用保険料 － － 115,098

759,310,381

　　定期預金 三井住友信託銀行浦和支店 － 基本財産 0 0 4,450,000

4,450,000

　　車輌運搬具 トヨタ自動車小型乗用車1台 － 事業用車輌 1,728,460 1,728,459 1

　　器具及び備品 パソコン他 － 事業用備品として 6,931,018 6,352,396 578,622

　　退職手当積立基金預け金 全国社会福祉協議会他 － 退職給付財源 － － 15,699,400

　　公益信託福祉基金積立資産 三菱UFJ信託銀行千住支店 － 公益信託福祉基金 － － 76,717,635

　　退職給与積立資産 埼玉りそな銀行浦和中央支店 － 退職給付財源 － － 9,598,299

　　緊急配分積立資産 埼玉りそな銀行浦和中央支店他 － 緊急助成財源として － － 129,528,040

　　減価償却積立資産 埼玉りそな銀行浦和中央支店 － 固定財産取得財源として － － 3,195,823

　　運営安定資金積立資産 埼玉縣信用金庫浦和支店他 － 運転資金として － － 80,114,277

315,432,097

319,882,097

1,079,192,478

　　事業未払金 事務消耗品他 － － － 1,751,762

　　未交付配分金 助成財源 － － － 493,041,000

　　未交付災害義援金 ３月分災害義援金 － － － 661,084

　　未払費用 諸手当他 － － － 363,557

　　預り金 会議旅費他 － － － 11,302

　　職員預り金 県共助会職員掛金他 － － － 58,890

　　賞与引当金 職員賞与当期計上額 － 2,009,000

　　災害等準備金 大規模災害時のための活動資金 － － － 96,861,000

594,757,595

　　退職給付引当金 退職給付に備えた引当金 － － － 25,297,699

25,297,699

620,055,294

459,137,184

(記載上の留意事項)
・土地、建物が複数ある場合には、科目を拠点区分毎に分けて記載するものとする。
・同一の科目について控除対象財産に該当し得るものと、該当し得ないものが含まれる場合には、分けて記載するものとする。
・科目を分けて記載した場合は、小計欄を設けて、「貸借対照表価額」欄と一致させる。
・「使用目的等」欄には、社会福祉法第55条の2の規定に基づく社会福祉充実残額の算定に必要な控除対象財産の判定を行うため、各資産の使用目的を簡潔に記載する。
　なお、負債については、「使用目的等」欄の記載を要しない。
・｢貸借対照表価額｣欄は、｢取得価額｣欄と｢減価償却累計額｣欄の差額と同額になることに留意する。
・建物についてのみ｢取得年度｣欄を記載する。
・減価償却資産（有形固定資産に限る）については、｢減価償却累計額｣欄を記載する。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額を含むものとする。
　また、ソフトウェアについては、取得価額から貸借対照表価額を控除して得た額を「減価償却累計額」欄に記載する。
・車輌運搬具の○○には会社名と車種を記載すること。車輌番号は任意記載とする。
・預金に関する口座番号は任意記載とする。

財　産　目　録
令和7年03月31日現在

法 人:社会福祉法人　埼玉県共同募金会

事 業:法人全体

Ⅰ 資産の部

　1 流動資産

流動資産合計

　2 固定資産

　(1)  基本財産

基本財産合計

　(2)  その他の固定資産

その他の固定資産合計

固定負債合計

負債合計

差引純資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

　1 流動負債

流動負債合計

　2 固定負債
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